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一
ヽ
、
　

・
「

第
九
回

▲見よう見まねのエアロビ踊り?が始まった▲ピチピチギャルのエアロビクス

▲各区発表会は
今年からとり入れた自由曲が大好評

▲区長さんから
各区発表会の賞品を受けとる部落長さん

十
■
十
■
］ノ
ロ
一ク́
ラ
′ム
十
■
十
■

☆
第

一
部
　
六
時
四
十
分
か
ら

全
員
に
よ
る
納
涼
盆
踊
り
大
会

☆
第
二
部
　
七
時
十
分
か
ら

高
森
音
頭
他
　
各
区
発
表
会
―

五
区
す
ご
い
男
の
歌
、
六
区
市

田
音
頭
、
一
区
水
戸
黄
門
踊
り
、

二
区
高
森
音
頭
、
四
区
か
べ
ぬ

り
甚
句
、
三
区
高
森
音
頭

☆
第
二
部
　
七
時
五
十
分
か
ら

子
供
花
火
大
会

☆
第
四
部
　
八
時
二
十
分
か
ら

エ

ア

ロ
ビ

ク

ス
大

会

☆
第
五
部
　
九
時
か
ら

納
涼
盆
踊
り
大
会
―
ジ
ャ
ン
ケ

ン
ゲ
ー
ム
も
と
り
入
れ
た

☆
各
区
の
青
年
部
　
六
時
か
ら

お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
開
店

七
月
二
十
九
日

一
、
五
〇
〇
人
が
集
っ
て

最
高
に
盛
り
あ
が
る

甚句

‘
ご
凛

▲賑わう「萩の里祭り」会場

―
子
供
花
火
大
会
―

く
二
五
〇
人
の
花
火
が

一
斉
に
パ
チ
パ
チ

こ
と
し
は
保
育
園
児
も

「
に
ん
に
ん
忍
た
ま
音
頭
」

く
　
　
　
　
　
で
仲
間
入
り
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平成 7年 9月 1日 下 市 田 区 報・ 館 報 第 32号 (2)

近
年
下
市
田
区
の
運
営
に
関

し
、
予
算
上
収
支
の
均
衡
が
困

難
な
情
勢
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

今
度
、
各
種
補
助
及
び
区
の
負

担
金
等
の
見
直
し
の
検
討
を
行

な
う
事
と
な
り
、
特
別
委
員
を

委
嘱
し
審
議
し
て
い
た
だ
く
事

と
な
り
ま
し
た
。
審
議
会
の
答

申
を
得
て
、
平
成
七
年
度
事
業

よ
り
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
区
民
各
位
の

御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
致

て

用

い

武

つ

井

に

下

勢

長

情

区‐

の区

し
ま
す
。

公
民
館
の
建
物

に
つ
き
ま
し
て
は
、

建
築
後
四
十
年
近

く
経
過
し
、
講
堂

の
手
狭
、
会
議
室

の
間
取
り
の
不
伸
ヘ

建
具
の
立
付
不
良
、

網
戸
の
脱
落
等
の

為
、
代
議
員
会
の

意
見
に
依
り
、
改

築
を
前
提
と
し
た
研
究
に
入
る

事
と
な
り

「
公
民
館
改
築
研
究

委
員
会
」
を
発
足
、
以
後
慎
重

に
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
農
道

（湯
ケ
洞
―

国
道
間
）
」

の
下
市
田
地
区
内

の
予
定
線
に
つ
き
県
に
て
三

つ

の
案
を
検
討
し
た
結
果
、
現
道

に
沿

っ
た
線
が
最
良
と
の
結
論

に
達
し
、
県
よ
り
地
元
関
係
者

に
説
明
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、

種
々
問
題
点
が
多
く
、
現
在
地

元
の
委
員
会
が
町
を
通
し
て
県

と
折
衝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

公
共
下
水
道
処
理
場
に
つ
い

て
は
、
直
接
関
係
者
を
含
め
た

黒
沢
下
の
耕
作
者
と
町
と
の
話

合
い
が

つ
き
、
現
在
実
施
計
画

に
入

っ
て
い
ま
す
。
然
し
農
免

道
路
が
処
理
場
予
定
地
境
を
通

る
事
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
処

理
場
に
支
障
の
無
い
限
り
同
用

地
を
利
用
す
る
事
と
な
り
こ
の

線
に
沿

っ
た
設
計
に
な
り
ま
す
。

下
市
田
河
原
に
つ
き
ま
し
て

は
、
三
六
災
の
復
旧
工
事
と
、

昭
和
四
十
年
当
初
の
第

一
次
農

業
構
造
改
善
事
業
に
依

っ
て
実

施
し
た
通
路

・
用
排
水
路
等
の

損
傷
が
甚
だ
し
く
、
今
度
国
県

の
補
助
事
業
を
取
り
入
れ
て
大

改
修
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
河
原
組
合
の
皆
様
に

は
大
変
御
苦
労
様
で
す
が
、
将

来
を
見
越
し
て
立
派
な
改
修
が

出
来
ま
す
事
を
祈

っ
て
い
ま
す
。

萩
山
芸
能
保
存
会
に
つ
き
ま

し
て
は
、
役
員
並
び
に
会
員
各

位
の
熱
意
と
努
力
に
よ
り
、
年
々

充
実
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
後
益
々
の
発
展
と
保
存
継
承

の
為
の

「
保
存
会
規
約
」
の
改

訂
の
為

「審
議
委
員
」
を
委
嘱

し
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
こ
の

程
会
長

へ

「
答
申
書
」
の
提
出

を
戴
き
ま
し
た
。
次
期
総
会
に

於
い
て
議
決
い
た
だ
き
、
実
施

し
て
ま
い
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

消
防
委
員
の
活
動

委
員
長

中

村

敏

彦

会
を．製

認

れ
か
ら
の
消
防
委
員
と
し
て
の

取
組
み
の
報
告
、
二
月
は
他
の

消
防
委
員
と
の
事
業
計
画
の
作

成
、
四
月
は
他
の
自
衛
消
防
班

長
さ
ん
副
班
長
さ
ん
消
防
委
員

と
で
、
消
防
委
員
連
絡
協
議
会

に
そ
っ
て
の
自
衛
消
防
の
活
動

状
況
、
又
そ
の
中
か
ら
正
副
会

長
さ
ん
を
決
め
ま
す
。
又
会
長

が
必
要
な
時
、
会
議
を
し
ま
す
。

区
内
の
水
利
状
況
は
現
役
の
班

長
さ
ん
、
又
自
衛
消
防
の
班
長

さ
ん
消
防
委
員
さ
ん
と
で
見
廻

る
。
五
月
の
消
防
退
団
者
と
は

現
役
の
消
防
団
の
退
団
者
で
あ

り
ま
す
。
六
月
の
梅
雨
の
危
険

箇
所
見
廻
り
は
、
四
月
で
は
見

逃
し
た
所
を
消
防
委
員
等
で
点

検
し
ま
す
。
七
月
消
防
施
設
の

点
検
、
消
火
栓
器
具
の
点
検
は

区
か
ら
の
要
望
で
か
え
て
い
く

事
に
し
て
い
ま
す
。
八
月

・
九

月
の
計
画
の
防
災
訓
練
等
で
は

役
場
か
ら
の
資
料
等
を
見
な
が

ら
計
画
し
て
区
民
の
皆
様
に
ご

協
力
と
ご
理
解
を
頂
く
こ
の
事

業
が
、
消
防
委
員
の
大
変
な
任

務
で
あ
り
ま
す
。

消
防
委
員

一
丸
と
な

っ
て
頑

張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

こ
の
度
消
防
委
員
会
と
、
そ

の
活
動
報
告
と
い
う
こ
と
で
又

筆
を
取
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

区
民
の
皆
様
に
は
日
頃
は
消
防

活
動
に
付
き
ま
し
て
は
、
ご
理

解
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
、
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

で
は
年
間
の
消
防
活
動
に
つ

い
て
報
告
を
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。　
一
月
に
は
常
会
長

・

委
員
会
合
同
会
議
、
二
月
委
員

会
事
業
に
つ
い
て
、
四
月
自
衛

消
防
連
絡
協
議
会
総
会
、
区
内

水
利
状
況
確
認
、
五
月
消
防
退

団
者
慰
労
会
、
六
月
梅
雨
期
の

危
険
箇
所
見
廻
り
、
七
月
消
防

施
設
の
点
検
、
八
月
防
災
訓
練

打
合
せ
、
九
月
防
災
訓
練
、
区

委
員
厚
生
大
会
、
カ
ラ
オ
ケ
大

会
、
十
月
委
員
会
、
地
区
計
画

の
見
直
し
、
十

一
月
委
員
会
、

必
要
が
あ
れ
ば
十
二
日
各
尺
一宣
ス
ｏ

委
員
会
合
同
会
議
、
消
防
委
員

慰
労
会
等
で
あ
り
ま
す
が
、
で

は
そ
の
内
容
と
説
明
を
し
て
み

平成6年度下市田区一般会計決算報告書
(自 平成6年 4月 1日 ～至平成7年 3月 31日 )

43.708,567円

41,141,626円

2,566,941111

【2支出金の部】 (単位 円)

計

計

高

〈
口
〈
口
蔵
栞

入

出

引

収

支

差
た
い
と
思

い
ま

す
。

【1収入金の部】

平成6年度下市田公民館会計決算報告書
(自 平成6年 4月 1日～至平成 7年 3月 31日 )

支出の部

項   目 予算現額 決算支出額

■

一
２

一
＆

一
生

一
■

一
ａ

一
１

＆

一
支出合計

12,801,000

800,500

1,024,600

13,848,700

6,896,500

2,805,700

2,980,000

2,512,432

43,669,432

12,430,075

801,787

1,062,205

14,256,056

6,539,001

2,134,528

2,980,000

937,974

41,141,626

項   目 予算現額 決算収入額

前 期 繰 越

収入合計

入

15,383,700

4,280,000

10,983,200

1,465,000

1,183,800

2,460,000

5,252,100

2,661,632

43,669,432

15,576,300

4,402,922

11,542,634

1,146,090

704,613

2,540,000

5,134,376

2,661,632

43,708,567

科   目 予算現額 決算支出額

費

一費

一費

一
費

一
費

一費

一

一
　

一　

一
６

一
　

一
　

一
計

二

部
一部
一澪
一部
一―
一‥

務

一一養

育

当
日

〈
ロ

1,850,000

1,154,000

583,000

248,000

107,000

173,665

4,115,665

1,845,562

1.153,183

583,310

247.823

106,132

30,650

3,966,660

科   目 予 算 額 決 算 額

金
一金
一金
一入
一　
一　
一

一　
一　
一　
一　
一　
一計

越

一入
一助

一収

一　

一　

一

一　
　
　
一　
　
　
一　
　
　
一　
　
　
一　
　
　
一〈
ロ

繰

一繰
一補

一雑

一　
一　
一 4,115,665

85,765

2,980,000

1,068,900

819

4,135,484

(単位 円)収入の部

費

一金

一金

一入

十　

一出

一収

一
入

一
　

一

一
　

一
支

一
産

区
一繰
一町
一財

一　
一防
一

一寄
一消
一

付 金

金義 務

費
|

木

一利 費

費

８５

一

寸

~‐

1.048.900

1.000

|

|



(3)平成 7年 9月 1日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 32号

下市田公民館 (区民会館)の改築について
=下市田公民館改築研究委員会=

改築研究委員会の研究経過 (3/20現在)
2/26(日 )改築研究委員会発足 (委員会委員任命)
3/5(日)全体委員会

。「公民館を建て替える必要のあること」の確認。

。「どの様に研究を進めてゆくか」の検討。

4/23(日 )全体委員会
。研究の参考のため、他地域公民館施設を視察。

(山本 。伊賀良 。松尾)

5/29(月 )小委員会
。小委員会委員任命

。視察結果のまとめと問題点の抽出。

6/27ω 小委員会
・抽出された問題点を6項目にまとめ、 3班に別れて

同-6項目について班別研究。
7/6内 全体委員会

・小委員会での研究内容の説明と承認。

小委員会

・小委員内のプロにより、基本計画 (平面図)の素案

を作成する。

・区民へのPR、 意見集約のアンケートを行う。

(別に広報グループをつくる)

7/210 小委員会
・基本計画 (平面図)素案の三案を夫々班別研究。
。アンケートの考え方をまとめ、スケジュールを検討。

8/7(月)小委員会
・ アンケート(案 )について検討し決定。

今後の研究予定 (8/20現在)
1.区民へのアンケート

回収・集計を8月末目標とする。

2.基本計画 (平面図)の作成
アンケート結果と、基本計画の素案三案の検討結果を基に、

基本計画案を作成する。 9月 末目標

3.区長への答申 10月 初旬目標

改築研究委員会委員名簿  76名
◎印 :委員長 ○印 :副委員長 ◇印 :小委員会委員 ◆印 :事務局員

区 代 議 員  ○◇北沢善二郎 ◇今 村 保 一 ◇福 沢 康 吉  遠 山 邦 人  福 島 義 三
◇蜂 谷 睦 雄  松 島 修 三  二 浦 健 一  片 桐  猛 ◇林   稔
蜂 谷 隆 雄 ◇小 川 純 昭  小 川 博 志 ◇下 平 民 也  北 原 勝 朗

公民館三役  ◎◇北 原 洲 平 ◆◇大屋敷清利 ◆◇池 田 政 子
部 落 主 事   ◇吉 沢 清 美  矢 沢  智  片 桐  猛  牧 内 睦 夫  小 島俊 孝

甕  二 郎
区委員会正副委員長 有 賀 重 昭  仲 平  伸  上 沼 俊 彦  宮 外 正 彦  伊奈川和彦

古 林 秀 美  北 島邦 夫  棚 田 利 宣  中 村 敏 彦  酒 井 博 之
公民館正副部長 ◇松 岡 修 二  西 村 満 子  林  兵 一 ◇鎌 倉 孝 三  林  増 美

牧内芙美子 ◇北 沢 幸 保  坂 牧 由 恵  近 藤 昭 弘 ◇唐 沢 清 美
古 木 英 男

高 寿 会  ◇北 沢 義 美 手 塚 諄 甕 寛 夫

婦人会正副支会長 ◇井駒よし子  三浦ひさ枝  熊 谷 築 子  岡 本 宏 子
日赤奉仕団正副分団長 下 井 信 子 ◇坂 牧 幸 枝
食生活改善グループ ◇伊奈川京子  沢 すみ子  三 浦 美 穂
商工会正副部長  勝 又 庄 作 ◇小 島 俊 孝  片 桐 清 司  熊 谷  剛
部 落 選 出   ◇北 沢 光 司  吉 川 廣 子 ◇北 林  明  西 村 忠 典 ◇三浦喜久夫

木 下  豊 ◇林  守 夫  庭 村 一 男 ◇棚 田  頼  福沢千恵子
◇熊 谷 元 尋  野 神 智 治

推   薦   ◇北 島  剛 ◇北 原 幸 男 ◇唐 沢 武 文

昭和63年撮影の下市田公民館

下
市
田
公
民
館
は
創
立
後

三
十
年
近
い
歳
月
が
流
れ
区

政
、
公
民
館
活
動
の
拠
点
と

中
区
民
会
館
建
物
と
し
て
の
　
蝉ａ
頼
晰
『
さ
れ

購　
下
市
田
公
民
館
に
つ
い
て
鞭
射
在‐
の
建
物

下
市
田
公
民
館
改
築
研
究
　
の
建
設
以
前
は
荒
神
様
の
社
務

委
員
会
は
、
下
市
田
区
長
の
　
所
を
区
の
事
務
所
と
し
て
い
た

諮
問
に
よ
り
本
年
二
月
以
来
　
が
、
昭
和
三
十
年
初
か
ら
区
有

研
究
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
　
林
を
売
却
し
た
資
金
を
基
に
公

主
な
経
過
と
今
後
の
予
定
、
　

民
館
を
建
設
し
よ
う
と
い
う
区

委
員
名
簿
は
、
別
掲
の
通
り
　
民
の
総
意
に
よ
り
、
三
十
四
年

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
春
着
工
、
十
月
十
五
日
に
竣
工

先
ず
、
改
築
の
必
要
性
等
　
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
公

を
述
べ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
　

民
館
と
し
て
は
、
体
育
館
を
兼

一
九
八
八
年

（昭
和
六
十
二
　
ね
た
舞
台
付
の
講
堂
、
会
議
室

年
）
発
行
の
区
報

「萩
の
郷
」

と
兼
用
の
結
婚
式
場
、
集
会
室
、

十
四
号
の
表
紙
写
真
と
記
事
　
青
年
研
修
室
、
図
書
室
、
調
理

を
以

っ
て
そ
れ
に
代
え
る
。
　

場
等
時
代
を
先
取
り
し
た
近
隣

に
み
ら
れ
な
い
、
近
代
的
建
物

で
あ

っ
た
。

当
初
は

一
〇
〇
〇
ぽ
余
の
敷

地
に
総
延
面
積
六
〇
〇
ポ
の
建

物
を
久
保
田
正
吉
氏
の
設
計
に
よ
り

五
〇
〇
万
円
余
の
工
事
費
で
三
六
組

を
は
じ
め
と
し
た
業
者
が
施
工
し
た

も
の
で
あ
る
。

長
年
区
民
に
親
し
ま
れ
活
用
さ
れ

た
施
設
も
、
何
時
か
時
代
に
そ
っ
た

建
物

へ
の
模
様
替
え
の
声
も
聞
か
れ

る
時
期
と
も
な

っ
た
。

原
文
に
も
あ
る
が
、
「時
代
に
そ
っ

た
建
物

へ
の
模
様
替
え
の
声
」
が
、

已
に
七
年
前
頃
よ
り
聞
か
れ
て
い
た
。

区
政
も
公
民
館
活
動
も
、
時
代

と
共
に
変
化
し
て
お
り
、
そ
の
対

応
の
為
に
は
こ
の
建
物
は
不
適
当

な
点
が
多
く
な

っ
て
い
る
。
又
建

築
以
来
三
十
七
年
の
間
に
は
、
建

築
技
術
や
材
料
面
で
著
し
い
進
歩

を
遂
げ
て
お
り
、
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
建
物
と
は
言
い
難
い
。

下
市
田
区
の
顔
と
し
て
の
下
市

田
公
民
館

（区
民
会
館
）
建
設
の

気
運
が
高
ま

っ
た
の
は
、
当
然
の

こ
と
と
云
え
る
。

1 L 窒■1
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下
市
田
区
と
公
民
館
主
催
に

よ
る

「地
元
出
身
町
議
と
区
民

と
の
懇
談
会
」
は
、
去
る
六
月

十
七
日
午
後
七
時
よ
り
、
下
市

田
公
民
館
二
階
大
会
議
室
に
於

い
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

改
選
さ
れ
て
ほ
ぼ
二
年
目
の

当
日
は
、
小
宮
山
佳
子

ｏ
伊
奈

川
義
公

・
久
保
田
昌
幸

・
倉
沢

岩
雄

・
熊
谷
元
尋

。
原
昭
夫
各

議
員
の
御
出
席
を
頂
き
、
区
よ

り
区
三
役
、
公
民
館
三
役
、
区

民
約
七
十
名
が
出
席
し
、
下
市

田
公
民
館
長
、
区
長
の
挨
拶
の

あ
と
各
議
員
よ
り
町
議
活
動
報

告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ｏ
小
宮
山
社
会
委
員
よ
り

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
ヘ
ル
ス
サ

ポ
ー
ト
事
業
と
し
て

筑
波
大
の
鈴
木
教
授

の
研
究
に
参
加
し
、

協
力
費
と
し
て
三
〇

〇
万
円
補
助
。
又
ダ

ン
ベ
ル
体
操
用
の
鉄

ア
レ
イ
を
配
布
し
た
。

保
育
園
関
係
は
現
在

定
員
四
七
〇
名
の
と

こ
ろ
二
五
六
名
の
園

児
が
い
る
。
開
放
保

育
を
行
な
い
、
未
入

園
児
と
の
交
流
を
行

な

っ
て
い
る
。
年
金

受
給
者
の
証
明
手
数

料
は
四
月

一
日
よ
り

一
部
無
料
化
。　
一
区

へ
福
祉
バ
ス
停
留
所

の
要
望
も
あ
る
が
交

通
事
情
で
当
面
は
無

理
。
ｏ
伊
奈
川
社
会
委
員

・よ
り公
共
下
水
道
は
、
平
成
十
、

十

一
年
ま
で
に
、
四

・
五

・
六

区
を
完
成
さ
せ
、
平
成
二
十
年

全
完
成
予
定
。
惣
兵
衛
堤
防
内

排
水
は
予
算
八
〇
〇
万
円
で
浄

化
設
備
を
作
る
。
牛
牧
地
区
農

排
水
は
今
年
度
中
に
完
成
予
定
。

粗
大
ゴ
ミ
収
集
、
四
区
の
タ
イ

ヤ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と

す
る
。

ｏ
久
保
田
総
務
文
教
委
員
よ
り

地
震
対
策
と
し
て
予
算
四
九

五
〇
万
円
で
、
天
竜
社
跡
地

ヘ

避
難
所
を
設
け
る
。
水
ろ
過
機

設
置
耐
震
診
断
な
ど
を
行
な
う
。

あ
わ
せ
て
防
災
計
画
の
見
直
し

も
行
な
う
。
天
竜
社
跡
地
取
得

は
決
ま
り
、
建
物
は
天
竜
社
で

撤
去
す
る
。
学
校
五
日
制
は
今

の
と
こ
ろ
順
調
に
ス
タ
ー
ト
し

た
と
思
う
。
不
登
校
児
問
題
で

は
専
任
の
教
師
を
置
き
良
い
方

向
に
む
か
い
、
深
刻
な

「
い
じ

め
」
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

ｏ
倉
沢
産
業
委
員
よ
り

認
定
農
家
制
度
で
資
金
の
低

利
借
入
が
で
き
る
が
、
町
全
体

で
十
二
人
、
下
市
田
で
二
人
申

し
込
み
が
あ

っ
た
。
昨
年
の
農

業
販
売
高
四
五
億
円
。
下
市
田

工
業
団
地
十
六
社
は
順
調
で
生

産
高
は

一
八
〇
億
円
。
湯
ケ
洞

は
二
年
目
を
迎
え
、
昨
年
収
益

二
億
四
五
〇
〇
万
円
、
利
用
客

一
二
万
五
七
四
九
人
。
御
大
の

館
は
予
算
五
億
四
〇
〇

〇
万
円
で
平
成
八
年
オ
ー

プ
ン
予
定
。
湯
ケ
洞
森

林
公
園
平
成
七
年
二
月

完
成
。

マ
ル
マ
ン
・
キ

ラ
ヤ
の
進
出
、
郵
便
局

を
下
市
田
に
ほ
し
い
等

に
つ
い
て
も
報
告
。

ｏ
熊
谷
建
設
委
員
よ
り

新
明
痛
媒
備
に
は
、
二
ｏ

五
ｍ
の
歩
道
が

つ
く
。

出
砂
原
の
地
域
作
り
も

進
め
る
。
中
学
南
側
を

陰
地
解
消
で
伐
採
。
竜

西
線
改
良
工
事
の
測
量

始
ま
る
。
農
免
道
路
黒

沢
以
南
で
農
地
の
関
係

で
問
題
が
あ
る
の
で
道

を
曲
げ
る
場
合
も
あ
り

そ
う
。

ｏ
原
建
設
委
員
よ
り

広
域
農
道
は
南
大
島
川
三
ケ

所
で
工
事
開
始
。
湯
ケ
洞
か
ら

国
道
、
公
民
館
か
ら
国
道
ま
で

の
歩
道
、
ビ
ー
ワ
ン
横
の
道
路

等
に
つ
い
て
も
報
告
。

引
き
続
い
て
行
な
わ
れ
た
懇

談
会
の
内
容
は
お
よ
そ
次
の
通

り
で
し
た
。

Ｑ
　
学
校
五
日
制
の
問
題
点
は

な
い
か
。

Ａ
　
当
時
心
配
し
た
が
今
の
と

こ
ろ
特
別
問
題
は
な
い
。

Ｑ
　
防
災
問
題
で
仮
設
住
宅
の

用
意
は
あ
る
の
か
。

Ａ
　
不
十
分
な
の
で
備
品
な
ど

ヽ
、
１
ゴ
壌
「

と
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
。

Ｑ
　
高
齢
者

の
働
く
場
所
を
。

Ａ
　
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

も
利
用
し
て
は
し
い
。

Ｑ
　
家
庭
介
護

に
補
助
を
。

Ａ
　
月

一
五
〇
〇
円
の
補
助
が

あ
る
。

シ

ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
も
利

用
し
て
は
し
い
。

Ｑ
　
児
童
館
を
学
校

の
近
く
に

は
し
い
。

Ａ
　
予
算
等
が
か
ら
ん
で
く
る

問
題
な
の
で
充
分
検
討
し
た
い
。

Ｑ
　
消
防
団
員

の
確
保
が
む
ず

か
し
い
の
で
町
ぐ
る
み
で
考
え

て
ほ
し
い
。

Ａ
　
町
で
検
討
を
始
め
て
い
る
。

Ｑ
　
災
害
時
、
老
人
等
を
運
ぶ

に
は
今
の
消
防
団
員
で
は
手
が

た
り
な
い
。　
一
人
暮
ら
し
の
老

人
の
把
握
も
し
て
は
し
い
。

Ａ
　
日
常
、
近
所
と
の
コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
も
必

要
と
思
う
。

Ｑ
　
防
火
設
備
の
充
実
。
消
防

自
動
車
の
誘
導
、
交
通
整
理
、

線
路
そ
ば
に
水
の
確
保
、
水
路

の
場
所
の
確
認
な
ど
。

Ａ
　
大
事
な
問
題
な
の
で
充
分

検
討
し
て
ゆ
く
。

Ｑ
　
水
源
の
確
保
に
努
め
て
ほ

し
い
。
広
葉
樹
の
植
林
も
必
要

と
思
う
。

Ａ
　
山
の
寺
の
奥
に
水
源
地
を

つ
く

っ
て
い
る
。

Ｑ
　
道
路
新
設
、
改
良
の
た
め

の
土
地
提
供
者
の
犠
牲
を
少
な

く
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
下
市
田
区
で
町
の
半
分
を

補
助
し
て
い
る
。
三
年
位
で
改

正
す
る
が
今
年
度
は
な
い
。

（要
望
）
二
区
の
踏
切
の
状
態

が
悪
い
の
で
Ｊ
Ｒ
に
申
し
入
れ

て
ほ
し
い
。
雨
が
降
ち

て
も
使

え
る
屋
根
付
き
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
が
ほ
し
い
。

議
員
の
方
々
か
ら
は
日
頃
の

活
動
の
様
子
が
お
聞
き
で
き
、

地
元
の
代
表
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
事
が
よ
く
わ

か
り
、
又
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら

も
意
見
が
多
数
出
さ
れ
、
有
意

義
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

地
元
出
身
町
議
と
の
懇
談
会
報
告

―

教

養

部

―

//´
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ｍ
春
の
発
表
会
¨

”
盛
大
に
開
催
¨

春
祭
り
に
と
も
な

う
郷
土
芸
能
保
存
会

の
芸
能
発
表
会
が
去

る
四
月

一
日
０
、
二

日
０
の
両
日
好
天
に

恵
ま
れ
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
春
の
暖
か
い
陽
射

し
の
中
、
噺
子
屋
台
、

獅
子
舞
、
獅
子
曳
き
、

浦
安
の
舞
の
奉
納
等

の
発
表
会
が
、
区
民

の
見
守
る
中
、
盛
大

に
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

松

王

丸

六
区

久
保
田
晋
平

松
王
だ

っ
た
僕
は
、
思

っ
た

ほ
ど
緊
張
せ
ず
に
と
て
も
楽
し

く
で
き
た
。
出
砂
原
に
来
た
時

は
や
は
り
知

っ
て
い
る
人
が
多

く
、
と
て
も
あ
が

っ
て
し
ま

っ

た
。
最
後
の
萩
山
神
社
に
な
る

と
さ
す
が
に
疲
れ
が
出
て
来
て

と
て
も
苦
し
か

っ
た
。
負
け
て

た
ま
る
か
、
歯
を
く
い
し
ば

っ

た
。
石
段
の
下
に
来
た
。
最
後

だ
。
疲
れ
た
け
ど
と
て
も
楽
し

い

一
日
だ

っ
た
。
僕
の
兄
も
松

王
を
や

っ
た
。
兄
弟
共
通
の
思

い
出
が
で
き
た
。

梅

王

丸

五
区

峯

平

　

真

ぼ
く
は
、　
一
日
目
の
練
習
の

日
、
ど
ん
な
事
を
す
る
の
か
、

ど
ん
な
練
習
を
す
る
の
か
、
心

配
し
て
行
き
ま
し
た
。
行

っ
て

ぼ
く
は
、
梅
王
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
何
日
か
行

っ
て
踊

り
を
覚
え
る
の
に
よ
ゆ
う
が
で

て
き
ま
し
た
。
他
の
二
人
も
楽

し
く
や
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
当
日
、
ぼ
く
は
、
き
ん
ち
ょ

う
し
て
、
お
祭
り
に
行
き
ま
し

た
。
少
し
間
違
え
た
所
も
あ
り

ま
し
た
が
、
自
分
の
思

っ
た
よ

う
に
で
き
て
、
よ
か

っ
た
。

桜
　
　
丸

三
区

三

浦

清

貴

ぼ
く
は
、
し
し
ひ
き
で
桜
丸

を
や
り
ま
し
た
。
初
め
お
じ
い

ち
ゃ
が
、
「
し
し
ひ
き
を
や
る

か
。
」
と
言

っ
た
の
で
び

っ
く

り
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
や
つ

て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

当
日
ま
で
に
、
ち
ゃ
ん
と
覚

え
れ
ま
し
た
。
お
祭
り
広
場
、

Ａ
コ
ー
プ
、
安
養
寺
、
萩
山
神

社
、
と
い
う
順
番
で
行
き
ま
し

た
。　
一
番
う
れ
し
か

っ
た
の
は

全
部
終

っ
て
、
か
た
車
を
さ
れ

て
家
に
着
い
た
時
で
し
た
。

梅王丸
峯 平  真くん

松王丸
久保田晋平くん

桜 丸
三 浦清 貴くん

一
区

富

田

朝

美

舞
姫
の
お
話
が
部
落
長
さ
ん

か
ら
来
た
時
は
あ
ま
り
乗
り
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
該

当
者
が
い
な
い
か
ら
と
の
事
で

お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。
同
じ

舞
姫
の
人
た
ち
と
も
仲
良
し
に

な
り
、
和
気
調
々
と
練
習
で
き

ま
し
た
。

当

日
は
と
て
も
寒

い
日
で
し

た
が
、
髪
飾
り
や
朱

の
袴

に
晴

れ
や
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
み

ん
な
で
並
ん
で
公
民
館

の
前

に

出

て
行

っ
た
時

に
、
お
じ
さ
ん

達
に

「
ほ
う
ほ
う
０
。
」
と
声

を
か
け
て
も
ら
い
、
気
持
ち
が

ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
ぶ

つ
つ
け

本
番
の
玉
串
奉
典
に
は
、
驚
い

て
と
ま
ど

っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
舞
の
方
は
間
違
い
な
く
で

き
て
良
か

っ
た
で
す
。

地
元
の
部
落
行
事
で
、

と
て
も
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

四

区
林

　

美

香

春
に
浦
安
の
舞
の
お

話
を
い
た
だ
い
た
時
は
、

何
て
重
大
な
役
を
受
け

て
し
ま

っ
た
の
だ
ろ
う

と
不
安
に
な
り
ま
し
た
。

実
際
、
数
日
間
の
舞
の

練
習
で
は
、
な
か
な
か

覚
え
ら
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

お
師
匠
さ
ん
方
の
熱
心
な
御
指

導
の
お
か
げ
で
、
最
後
に
は
六

人
の
息
が
ぴ

っ
た
り
合

っ
た
舞

に
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今
で
は
、
舞
を
舞
え
た
と
い

う
満
足
感
、
舞
を
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
安
心
感
と
共

に
、
伝
統
あ
る
浦
安
の
舞
を
や

ら
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と

へ
の

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。こ
の
貴
重
な
伝
統
が
私
達
の

世
代
の
後
々
ま
で
引
き
継
が
れ

て
ゆ
く
こ
と
を
願

っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

4 区
林  美 香 さん

5  区
矢沢真由美 さん

6  区
唐沢真知子 さん

1区
富 田朝美 さん

2  1区

加 藤 千 春 さん

3  区
小沢奈保美 さん

獅
子
曳
き

~‐ ‐~・¬ 口l口
:―     111腱
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小
さ
な
国
際
交
流

下
市
田
五
区
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
建
設
以
来
七
年
た
ち
ま
し

た
。
そ
の
七
年
間
に
グ
ル
ー
プ

活
動
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

少
し
ク
ル
ー
プ
名
を
書
い
て
み

ま
し
ょ
う
。
御
詠
歌

・
大
正
琴

・

料
理
教
室

・
書

道

・
お
花

・
お

茶

ｏ
読
書
会

・

若
妻
会

・
育
成

会

・
双
葉
会

・

ふ

っ
き
会

・
中

老
会
・
替
薦
穴
〒

と
ま
り
ぎ
会

ｏ

十
四
和
会

・
三

月
会

ｏ
ち
ゑ

ぶ
く
ろ
会

・

も
み
じ
奥
様

交
友
会

・
は

ま
な
す
会

ｏ
さ
く
ら
会

ｏ
民
謡

ク
ラ
ブ

・
高
寿
会

・
同
好
会

・

コ
ス
モ
ス
会

ｏ
夢
を
語
る
会

・

美
術
会

・
生
活
改
霊
グヽ
ル
ー
プ
・

つ
な
ひ
き
愛
好
会

・
楽
友
会

・

廃
油
石
け
ん
教
室
、
ざ

っ
と
三

十
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
に
日
中
友
好
の
会
が

あ
り
ま
す
。
区
内
加
藤
清
敬
さ

ん
が
お
世
話
し
て
い
ま
す
中
国

交
流
が
あ
り
ま
す
。
幾
年
か
前

に
留
学
生
と
し
て
お
世
話
し
た

娘
さ
ん
が
結
婚
さ
れ
ま
し
て
、

現
在
中
国
大
使
館
員
と
し
て
、

時
折
訪
れ
ま
す
。
こ
の
写
真
は

高
森
町
が
誇
る
、
　

一

名
所
不
動
滝
見
物

‐

に
行
か
れ
た
時
の

■

も
の
で
す
。
今
年

二
月
中
国
の
方
と

セ

ン
タ
ー
で
食
事

ッ

懇
談
さ
れ
て
、
小

．

、

さ
な
国
際
交
流
の

機
琢
峯
島
，

場
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
加
藤

様
の
話
し
に
よ
り
ま
す
と
、
毎

年
盆
す
ぎ
る
と
、
約
二
週
間
ほ

ど
中
国
の
方
が
来
る
そ
う
で
す
。

そ
れ
も
中
国
で
は
エ
リ
ー
ト
中

の
エ
リ
ー
ト
、
奥
様
の
話
に
よ

り
ま
す
と
、
エ
リ
ー
ト
だ
と
云
っ

て
特
別
扱
い
は
し
な
い
そ
う
で

す
。さ
て
セ
ン
タ
ー
に
は
七
部
屋

あ
り
ま
す
が
、
毎
日
グ
ル
ー
プ

活
動
の
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い

五
区

小

川

純

日召

明
神
橋

の
架
替
え

六
区

下

平

民

也

巾
、
歩
道
の
設
置
な
ど
安
全
な

住
み
よ
い
街
づ
く
り
が
出
来
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
う

一
つ
は
八
十
二
銀
行
の

新
築
工
事
で
す
。
現
在
の
店
舗

が
老
朽
化
し
お
客
様
に
充
分
な

サ
ー
ビ
ス
が
出
来
な
い
と
の
こ

と
で
新
築
す
る
こ
と
に
な
り
駅

前
に
用
地
を
取
得
さ
れ
家
屋
の

取
り
こ
わ
し
が
終
り
工
事
が
進

め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

数
年
前
か
ら
新
築
の
話
が
あ
り

出
砂
原
で
は
地
元
に
店
舗
を
残

し
て
は
し
い
と
商
工
会
を
中
心

に
陳
情
書
を
出
し
た
経
過
も
あ

り
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。

今
、
出
砂
原
で
は
二
つ
の
建

設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
明
神
橋
の
架
替
え
工

事
で
す
。
現
在
の
橋
の
上
流
側

に
大
き
な
橋
台
が
姿
を
現
し
て

来
ま
し
た
。
工
事
は
順
調
に
進

み
来
年
二
月
頃
に
は
橋
桁
が
架

か
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

全
長
二
百
二
十
五
米
、
道
路

の
高
さ
は
現
在
の
橋
よ
り
三
米

余
り
高
く
な
り
ま
す
。

架
替
え
工
事
に
よ
り
取
付
道

路
が
変
更
さ
れ
関
係
す
る
家
屋

が
十
戸
余
り
と
な
り
移
転
が
始

ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
合
せ

て
出
砂
原
で
は
架
替
対
策
委
員

会
を
結
成
し
て
取
付
道
路
や
家

屋
の
移
転
、
安
全
施
設
な
ど
に

つ
い
て
市
岡
委
員
長
さ
ん
を
中

心
に
委
員
の
皆
様
に
御
苦
労
を

お
か
け
し
て
県
の
関
係
や
町
当

局
に
お
願
い
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
工
事
を

一
つ
の

機
会
と
し
て
と
ら
え
街
路
の
拡

七
月
二
十
九
日
０
、

下
市
田
区
の

「
萩
の
里

祭
り
」
が
行
な
わ
れ
た
。

連
日
、
日
照
り
続
き
の

猛
暑
だ

っ
た
が
、
お
か

げ
で
雨
の
心
配
も
な
く

開
催
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
年
は
、
公
民
館

の
各
部
員
の
方
々
に
も

協
力
し
て
い
た
だ
き
準

備
も
短
時
間
に
で
き
た
。

お
祭
り
は
開
会
式
、

第

一
部
納
涼
盆
踊
り
か

ら
始
ま

っ
た
。
第
二
部

高
森
音
頭
他
発
表
会
で

は
、
各
区
自
由
曲
に
し
た
の
で

新
旧
い
ろ
い
ろ
な
踊
り
が
あ

っ

て
、
見
る
人
た
ち
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
大
好
評
だ

っ
た
。

第
二
部
子
供
花
火
大
会
で
は
、

二
百
五
十
人
分
用
意
し
た
花
火

が
、
子
供
た
ち
全
員
に
配
ら
れ
、

一
瞬
に
し
て
澄
み
切

っ
た
夜
空

が
煙
火
で
隠
さ
れ
た
。

第
四
部

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
は
、

最
後
に
全
員
が
参
加
し
て
、
子

供
も
大
人
も
手
と
手
を
つ
な
ぎ
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
が
広
が
り

最
高
の
盛
り
上
が
り
と
な
っ
た
。

お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
は
、
各

区
と
も
完
売
で
き
、
大
成
功
で

あ

っ
た
。

最
後
の
納
涼
盆
踊
り
は
、
新

企
画
の
踊
り
な
が
ら
ジ
ャ
ン
ケ

ン
ゲ
ー
ム
や
子
供
中
心
の
音
頭

な
ど
も
取
り
入
れ
ら
れ
納
涼
盆

踊
り
の
余
韻
を
残
し
た
ま
ま
大

盛
況
の
う
ち
に
閉
会
と
な
っ
た
。

祭
り
も
九
回
を
数
え
人
出
も

今
ま
で
の
最
高
と
の
声
も
聞
か

れ
大
成
功
だ

っ
た
。
今
後
い
っ

そ
う
ふ
れ
あ
い
の
輪
が
広
が
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

今
年
も
催
事
関
係
者
の
絶
大

な
御
協
力
が
あ

っ
て
、
準
備
、

片
付
け
、
祭
り
の
進
行
等
、
計

画
通
り
で
き
た
こ
と
を
感
謝
し

た
い
。

「サアプ いらっしゃい…」
お楽しみコーナーも大忙し

ま
す
。
グ
ル
ー
プ
活
動
し
て
お

ら
れ
る
方
は
、
ほ
と
ん
ど
女
性

ば
か
り
、
忙
し
い
世
の
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
男
性
も
、
御
酒

ビ
ー
ル
等
を
飲
ん
で
話
合
い
す

る
機
会
を
持

っ
て
も
良
い
と
思

い
ま
す
。

あ
る
グ
ル
ー
プ
は
、
音
を
語

る
会
と
云

っ
て
、
五
十
円
会
費

で
話
し
合

っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
会
が

一
番
素
朴
で
良

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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ようこそ下市田ヘ私
た
ち
が
仙

台
か
ら
こ
の
町

へ
越
し
て
来
た

の
は
、
大
雪
の

降

っ
た
今
年
二

月
の
末
で
す
。

暮
ら
し
始
め
て

か
ら
も
う
す
ぐ

半
年
に
な
り
ま

す
が
、
住
み
や

下市日のみなさんこんにちは

」ヒ

原

義

明

永
住
先
は
高
森
町

二
区

竹

下

永

治

は
か
な
り
太
め
で
、
昔
は
柔
道

を
や
っ
て
い
た
様
で
す
。
奥
さ

ん
は
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
に
も
時
々

行

っ
て
い
る
元
気
で
明
る
い
人

で
す
。
そ
の
夫
婦
の
間
に
は
に
ぎ
や

か
な
子
供
が
二
人

（男

・
女

・

男
）
で
、
今
は
山
の
上
の
小
学

生

（六

・
四

二

年
）
で
、
毎

日
汗
を
か
き
な
が
ら
通

っ
て
い

ま
す
。
私
も
毎
日
送
り
ま
す
が
、

疲
れ
る
の
で
途
中
で
帰

っ
て
き

ま
す
。
ま
た
、
来
年
の
春
に
は
ご
主

人
が
こ
こ
で
、
『
接
骨
院
』
を

開
く
と
い
っ
て
準
備
中
で
す
の

で
、
私
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
、
竹
下

ジ

ェ
ー
ン

（
メ
ス
猫

一

才
）
で
す
。

こ
れ
か
ら
竹
下
家
を

紹
介
し

、

ま
す
。

す
い
し
、
自
然
も
た
く
さ
ん
あ

り
、
大
変
に
気
に
入

っ
て
い
ま

す
。さ
て
家
族
で
す
が
、
ご
主
人

心
な
ご
む
町

暴
走
的
な

バ
イ
ク
の

音
、
夕
刻

の

ロ
ケ

ッ

ト
花
火
、

テ
レ
ビ
か

ら
流
れ
る

子
ど
も

マ

ン
ガ
の
疑

似
音
な
ど

が
溢
れ
て

い
る
。
こ
ん
な

時

、

「
高

森
の
、
い
や
下
市
田
の
昔
か
ら

の
音

っ
て
何
だ
ろ
う
な
」
と
考

え
た
。
上
日
か
ら
の
自
然
の
音
、

悠
久
の
音
、
心
な
ご
む
音
は
失

い
た
く
な
い
な
あ
と
思
う
。

ま
た
最
近
、
車
で
い
ろ
ん
な

町
を
通
る
こ
と
が
多
い
。
そ
ん

な
時
、
道
端
に
植
え
ら
れ
て
い

る
草
花
に
心
を
和
ま
せ
て
も
ら

う
こ
と
が
あ
る
。

そ
ん
な
場
所
を
通
る
度
、
そ

の
町
の
人
、
そ
の
地
区
の
人
々

東
京
に
二
、
三
日
旅

行
の
後
久
し
ぶ
り
に
下

市
田
で
爽
や
か
な
朝
を

迎
え
た
。

窓
の
外
か
ら
早
朝
の

小
鳥
の
声
に
変
わ
り
、

長
か

っ
た
猛
暑
の
夏
を

惜
し
む
か
の
如
く
蝉
の

声
が
ひ
っ
き
り
な
し
に

聞
こ
え
て
心
が
清
む
。

東
京
で
の
人
工
的
な

騒
音
の
後
だ
け
に
、
自
然
の
音

や
昔
の
音
に
心
が
和
む
。

日
本
観
光
協
会
が

『
日
本
の

特
色
あ
る
音
』

一
〇
八
例
を
選

び
出
し
た
の
を
見
た
こ
と
が
あ

る
。立
石
寺
の
蝉
の
声
、
華
厳
の

滝
の
水
の
音
、
祇
園
祭
の
お
は

や
し
、
四
国
の
お
遍
路
さ
ん
の

鈴
の
音
な
ど
が
入

っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
現
実
の
社
会
は
、

の
心
や
顔
ま
で
も
、
心
や
さ
し

く
感
じ
と
り
、
思
わ
ず
嬉
し
く

な
る
こ
と
が
多
い
。

昨
年
ま
で
下
市
田
公
民
館
の

教
養
部
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
仕
事
の
関
係
で
下
市

田
を
離
れ
て
五
ヶ
月
。
久
し
ぶ

り
の
帰
郷
で

「失
い
た
く
な
い

音
」
「
心
の
な
ご
む
も
の
」
を

離
れ
て
み
て
、
よ
り
感
じ
入

っ

た
気
が
し
た
。

過
日
行
わ
れ

た
、
下
市
田
区

ス
ポ
ー

ツ
大
会

に
は
、
区
の
皆

さ
ん
大
勢

の
参

集
を

い
た
だ
き

試
合

に
、
応
援

に
と
、
熱

の
は

い

っ
た
大
会

に

な

っ
た
の
で
は

な

い
か
と
思

い

ま
す
。

ス
ロ
ー

ピ

ッ
チ
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
は
来
年

度
よ
り
主
審
、

塁
審
等
を
各

チ
ー
ム
に
よ

っ
て

行
な
え
る
よ
う
に
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
は
今
年
よ
り
四
人
制
ル
ー
ル

を
と
り
い
れ
て
み
ま
し
た
。
皆

さ
ん
は
、
ど
う
思
い
で
し
ょ
う

ム
″今
大
会
の
結
果

ｏ
ス
ロ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

一
位
―
五
区
、
二
位
―
三
区

三
位
―

一
区
、
四
位
―
二
区

五
位
―
六
区
、
六
位
―
四
区

ｏ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

一
位
―

一
区
、
二
位
―
六
区

三
位
―
二
区
、
四
位
―
五
区

五
位
―
三
区
、
六
位
―
四
区

以
上
の
結
果
で
す
。

今
後
も
皆
様
方
の
ご
指
導
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

鸞
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お

犬

様

四

　

区

大
に
か
ま
れ
て
子
ど
も
さ
ん

が
亡
く
な

っ
た
と
い
う

ニ
ュ
ー

ス
は
、
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
で
あ

っ

た
。
ど
こ
か
遠
い
と
こ
ろ
の
話

の
よ
う
な
感
覚
で
聞
い
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
ご
く
身
じ
か

で

「
犬
に
か
ま
れ
た
」
と
い
う

話
を
い
く

つ
か
聞
き
、
「
こ
れ

今

年

の

こ

と

五
　

区

一
月
十
七
日
早
朝
の
阪
神
大

震
災
以
来
、
地
震
に
つ
い
て
思

い
出
し
た
り
、
考
え
た
り
、
行

動
し
た
事
を
書
い
て
み
ま
す
。

松
島
信
幸
先
生
等
が
創
ら
れ

た

「
伊
那
谷
自
然
友
の
会
」
に

創
設
当
初
よ
り
入
れ
て
い
た
だ

き

『
伊
那
谷
ま
る
ご
と
博
物
館
』

を
テ
ー
マ
に
学
習
し
て
い
ま
す

が
、
　
一
見
の
驚
き

の
連
続

で

す
。学
生
時
代
の
松
代
群
発
地
震
、

故
郷
で
発
生
し
た
西
部
地
震
等

玉

置

俊

通

は
よ
そ
ご
と

で
な
い
ぞ
」
と
改

め
て
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。

大
と
人
間
と
の
お

つ
き
あ
い
の

歴
史
は
、
有
史
以
前
だ
そ
う
だ
。

切

っ
て
も
切
れ
な
い
縁
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
大
を
飼
う
こ
と
は
生

活

の

一
部

で
あ
る
と
さ
え
言
え

■
？
つ
。
し
か
し

「
犬

に
か
ま
れ
て
死

ぬ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

ま
さ
に

「
犬
死

に
」

で
あ
る
。

各
方
面

で
、

こ
の
こ
と
を
取

り
上
げ

て
い
る
が
、
要
は
飼
い

主

の
問
題

に

つ
き
る
よ
う
だ
。

あ
る
ア
メ
リ
カ
人
は
、

こ
う

宮

下

明

子

で
大
地
の
揺
れ
る
不
安
な
体
験

を
し
て
き
ま
し
た
。
又
、
岐
阜

県
根
尾
村
の
四
米
に
も
達
す
る

断
層
は
百
年
前
、
又
、
遠
山
地

震
は
三
百
八
十
年
程
前
に
発
生

し
、
松
島
先
生
の
話
や
現
地
の

様
子
を
想
い
起
こ
し
て
い
ま
す
。

十
七
日
の
朝
、
学
生
時
代
の

恩
師
の
葬
儀
に
で
か
け
る
準
備

を
し
て
い
た
処
で
し
た
。
テ
レ

ビ
を

つ
け
た
処
、
大
阪

・
神
戸

方
面
が
震
源
地
ら
し
い
。
次
に

想
う
の
は
京
都
に
い
る
息
子
。

言

っ
て
い
る
。
「
人
間
と
大
は

同
居
し
て
い
る
が
、
そ
の
間
に

主
従
関
係
が
あ
る
は
ず
。
し
か

し
、
日
本
で
は
可
愛
い
い
あ
ま

り
に
対
等
、
い
や
お
大
様
に
し

て
い
る
」
と
い
う
。

ま
た
、
あ
る
愛
犬
家
は

「
犬

は
買
う
も
の
で
は
な
い
。
家
族

に
な
る
の
だ
か
ら
、
も
ら

っ
て

く
る
も
の
だ

（投
“構
対
象
の
ブ
ー

ム
ヘ
の
警
鐘
）
」
と
。

ま
た
、
あ
る
訓
練
士
は

「
犬

を
家
族
と
す
る
に
は
、
き
ち
ん

と
し
た
訓
練
を
す
る
こ
と
。
世

の
中
に
は
、
大
が
き
ら
い
な
人

の
い
る
こ
と
も
忘
れ
ぬ
こ
と
」

子
ど
も
の
こ
ろ
の
愛
犬
と
の

別
れ
は
、
大
を
飼
い
た
い
と
い

現
在
豊
丘
村
と
、
高
森
町
を

結
ん
で
い
る
明
神
橋
は
、
昭
和

七
年
に
建
設
さ
れ
多
く
の
人
々

に
親
し
ま
れ
、
特
に
夏
の
灯
篭

流
し
、
花
火
大
会
、
又
カ
ヌ
ー

の
町
と
し
て
の
出
砂
原
の
風
物

生
ま
れ
変
わ
る
明
神
橋

二

区

福

島

照

義

う
気
持
ち
を
、
今

で
も
大
き
く

は
ば
ん
で
い
る
。

こ
れ
が
、
わ

た
く
し
の
中

の
大
な
の
で
す
。

詩
で
も
あ
り
、
橋
と
し
て
の
機

能
を
充
分
果
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
の
年
を
迎
え
早
や
七
年

六
十
余
年
の
歳
月
が
流
れ
、
橋

も
年
に
は
勝
て
ず
老
朽
化
の
間

題
、
又
大
型
輸
送
時
代
を
迎
え

た
今
日
、
高
さ
、
幅
等
安
全
性

の
問
題
等
々
の
状
況
の
中
で
、

新
し
く
明
神
橋
が
架
け
替
え
ら

れ
る
事
に
な
り
、
す
で
に
橋
台

も
出
来
平
成
九
年
度
に
は
近
代

的
モ
ダ
ン
な
素
晴
ら
し
い
明
神

橋
の
渡
り
初
め
が
出
来
る
予
定

だ
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
こ
の
橋
の
架
け
替
え

に
よ
り
多
く
の
問
題
が
出
て
お

り
ま
す
。
特
に
下
市
田
河
原
で

は
広
い
水
田
を
潤
し
て
い
る
用

水
の
取
り
入
れ
が
、
こ
の
橋
の

取
付
け
道
路
の

一
番
幅
の
あ
る

場
所
の
地
下
を
通
る
と
言
う
事

で
す
。
し
か
も
毎
年
難
作
業
で
悩
ま

さ
れ
て
い
る
取
入
日
の
沈
砂
池

の
砂
出
作
業
の
問
題
、
能
率
面
、

安
全
性
を
考
え
た
構
造
、
長
い

地
下
水
路
管
内
の
作
業
に
伴
な

う
照
明
、
換
気
、
作
業
機
械
等

こ
れ
ら
の
問
題
は
単
に
稲
を
作
っ

て
い
る
関
係
者
だ
け
の
も
の
で

は
な
く
、
こ
の
用
水
は
町
の
工

業
団
地
に
流
れ
、
万

一
の
場
合

の
防
火
用
水
と
し
て
の
重
要
な

意
義
の
あ
る
水
路
で
あ
る
事
を

踏
ま
え
、
町
を
先
頭
に
役
員
の

皆
様
方
と
共
に
、
各
関
係
機
関

と
折
衝
し
、
後
世
に
い
つ
ま
で

も
安
心
し
て
残
せ
る
立
派
な
水

路
の
完
成
を
お
願
い
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

案
じ
る
と
、
夫
は

「
落
下
物
の

心
配
は
な
い
。
」
と
言
い
切
り

一
安
心
。
高
速
バ
ス
で
長
野

ヘ

心
配
な
く
出
か
け
た
処
、
阪
神

方
面
の
交
通
網
が
ズ
タ
ズ
タ
で
、

こ
の
方
面
に
親
類
、
友
人
、
知

人
が
多
か

っ
た
だ
け
に
参
列
者

の
変
更
が
相
継
い
で
い
ま
し
た
。

号
外
で
の
宙
づ
り
状
態
の
バ
ス

の
写
真
等
、
鮮
明
に
蘇
り
ま
す
。

夏
の
休
暇
を
利
用
し
て
、
知

人
、
友
人
の
見
舞
い
を
兼
ね
て

阪
神
方
面
を
訪
問
。
電
話
が
通

じ
ず
、
出
し
た
手
紙
の
返
事
が

届
い
た
の
が
五
月
も
末
。
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
ま
で
に
早
い

所
で
二
ヶ
月
を
要
し
た
こ
と
を

知
り
、
今
、
高
森
町
で
進
め
ら

れ
て
い
る
下
水
道
工
事
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

三
宮
、
灘
、
長
田
、
北
区
等

を
歩
き
、
車
中
よ
り
、
西
宮
、

芦
屋
等
を
み
て
、
空
気
も
、
緑

も
、
青
空
も
、
水
も

一
級
の
伊

那
谷
に
、
平
穏
な
毎
日
が
続
く

こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
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水

」ヒ
永ヽγ

，

ぼ
く
は
、
夏
休
み
に
伊
賀
良

の
ア
ク
ア
パ
ー
ク
ヘ
、
ぼ
く
の

お
母
さ
ん
の
友
達
と
そ
の
子
供

と
い
っ
し
ょ
に
行

っ
て
来
ま
し

た
。
最
初
に
、
お
昼
を
食
べ
て

か
ら
、
ま
ず
ア
ク
ア
パ
ー
ク
で

一
番
長
い
流
水
プ
ー
ル
で
泳
ぎ

ま
し
た
。
流
水
プ
ー
ル
は
、
二

一
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
そ
う
で

す
。
ぼ
く
が
、
流
水
プ
ー
ル
で

泳
い
で
い
た
ら
、
友
達
と
会
い

ま
し
た
。
話
し
な
が
ら
泳
い
で

い
た
ら
、
小
さ
な
ス
ラ
イ
ダ
ー

が
あ

っ
た
の
で
、
二
人
で
し
ま

し
た
。
そ
の
ス
ラ
イ
ダ
ー
の
名

前
は
、
『
グ
リ
ー
ン
リ
バ
ー
』

と
言
う
そ
う
で
す
。
ス
ラ
イ
ダ
ー

は
、
け
っ
こ
う
ス
ピ
ー
ド
が

つ

い
て
、
最
後
に
は
飛
ば
さ
れ
て
、

小

三

沢
　
　
　
徹

（
一
区
）

な.

は
な
に
水
が
入

っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
次

に

『
ホ
ワ
イ
ト

晴
得
た

『形

〕川

制

バ
ー
は
大
き
な
取
手

の

つ
い

た
う
き
輪

に
乗

っ
て
、
す

べ

り
ま
す
。
と
中

で

一
ケ
所

へ

こ
ん
で
い
て
、
そ
こ
か
ら
水
が

出

て
い
る
の
で
顔

に
か
か
り
ま

す
。そ
の
あ
と
、
二
五
メ
ー
ト
ル

プ
ー
ル
で
弟
と
泳
ぎ
ま
し
た
が
、

弟
は
背
が
低

い
の
で
、
う
き
輪

を
使

っ
て
泳
ぎ
ま
し
た
。

ぼ
く
は
平
泳
ぎ
を
、
れ
ん
じ
ゅ

う
し
ま
し
た
。

ま
た
、

い

つ
か
来
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

′つ

小
中
学
生
の
作
文

只
今

、
中
学
三
年
生

中
三

上

沼

賢

司

（六
区
）

の
勉
強
嫌

い
は
誰

に

似
た
ん
で

―
）
ょ
。つ
」

と
か
言

い

ま
す
が
、

は

っ
き
り

言

っ
て
親

に
似
た
ん

で
し
ょ
う
。

で
も
僕
は

「
実
は
ァ
メ
リ
カ
人

の
父
と

フ

ラ
ン
ス
人
の
母
に
似
た
ん
で
す
。

僕
こ
の
家
で
い
じ
め
ら
れ
る
家

な
き
子
な
ん
で
す
。
」
と
笑
わ

せ
て
や
り
ま
す
。
暑
い
夏
も
こ

僕
は
、　
つ
い
最
近
ま
で
テ

ニ

ス
に
燃
え
て
い
た
中
学
三
年
生

で
す
。
自
分

で
言
う
の
も
何

で

す
が
、
根
性

は
あ
る
ほ
う
だ
と

思

い
ま
す
。
し
か
し
不
幸
な
事

に
大
会
で
は
い
つ
も
負
け
ま
く
っ

て
、
僕

の

ハ
ー
ト
は
ボ

ロ
ボ

ロ

で
す
。

こ
の
む
な
し
さ
と
、
僕

の
シ
ャ
イ
な

ハ
ー
ト
を
も
ら

と

傷

つ
け
て
い
る
こ
と
…
そ
れ
は

高
校
入
試
が
待

っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
僕
な
り
に
頑
張
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
問
題
は
少

し
あ
り
ま
す
。
見
た
い
テ
レ
ビ

が
多
い
こ
と
。
ゲ
ー
ム
だ

っ
て

途
中
で
は
な
か
な
か
セ
ー
プ
で

き
ま
せ
ん
。
僕
は
何
で
も
力
い
っ

ぱ
い
や
る
性
格
で
す
か
ら
勉
強

の
順
番
に
な
る
頃
に
は
、
も
う

眠
く
て
が
ま
ん
で
き
ま
せ
ん
。

僕
の
事
を
家
族
は

「
花
の
受
験

生
」
と
か

「遊
び
人
」
と
か

「
こ

思
い
出
に
残

っ
た
夏
休
み

小
六

伊

藤

光

永

（三
区
）

ン
プ
生
活
や
自
然
体
験
、
こ
の

こ
ろ
に
な
る
と
友
達
と
い
う
よ

り
、
も
う
家
族
み
た
い
に
な
り

ま
し
た
。
　
そ
ん
な

時
、
三
年
の
男
の
子

が

「
帰
り
て
ぇ
。
」
と

泣
き
だ
し
ま
し
た
。

ぼ
く
が

「
泣
い
て
も

仕
方
な
い
か
ら
残
り

の
日
を
楽
し
も
う
。
」

と
声
を
か
け
、
全
員

で
声
を
か
け
あ
い
ま

し
た
。
こ
ん
な
事
も

あ
り
、
北
海
道
で
の

生
活
は
あ

っ
と
い
う

ま
に
す
ぎ
ま
し
た
。

帰
り
の
船
の
中
で
ぼ

く
は
、
も
ら

っ
た
ば

う
し
の
つ
ば
に
少
し

は
ず
か
し
か

っ
た
け
れ
ど
、
誠

実

・
勇
気
と
で
っ
か
く
書
き
ま

し
た
。
楽
し
か

っ
た
で
す
。

ぼ
く
は
、
八
月
三
日
～
九
日

ま
で
の
七
日
間
、
信
州
少
年
の

船
に
参
加
し
ま
し
た
。
少
年
の

船
と
い
う
の
は
、
長
野
県
中
の

小

・
中
学
生
約

一
〇
〇
人
が
、

北
海
道
に
行
き
、
キ
ャ
ン
プ
生

活
や
、
色
々
な
遊
び
を
通
し
て

友
達
作
り
を
す
る
旅
行
で
す
。

ぼ
く
は
、
当
日
期
待
と
不
安
で

朝
三
時
半
に
目
が
さ
め
て
し
ま

い
ま
し
た
。
六
時
に
集
合
し
バ

ス
で
長
野
県
全
体
の
集
合
場
所

善
光
寺
に
む
か
い
ま
し
た
。
こ

こ
で
の

一
番
不
安
、
班
づ
く
り

が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
名
札
に
、

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
書
い
て
い
た

時
、
突
然
ぼ
く

の
背
中
か
ら

「
み
っ
く
ん
／
。」
と
声
が
か
か
っ

た
の
で
す
。
や

っ
た
あ
／

と
ぼ

く
は
少
し
う
れ
し
く
な

っ
て
こ

れ
で
七
日
間
の
旅
も
楽
し
く
や
っ

て
い
け
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ

し
て
新
潟
港
か
ら
船
で
十
九
時

間
、
や
っ
と
着
い
た
北
海
道
は
、

す
ご
く
雄
大
で
草
や
木
の
色
ま

で
生
き
生
き
し
て
い
て
、
ま
る

で
外
国
に
来
た
み
た
い
で
し
た
。

目
的
地
の
ハ
イ
ジ
牧
場
で
の
キ
ャ

,-;:,

ん
な
調
子
で
終
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
佐
久
長
聖
は
二
回
戦
で

負
け
ま
し
た
が
燃
え
ま
し
た
。

僕
も
気
持
ち
を
ひ
き
じ
め
て
頑

張
る
つ
も
り
で
す
。

二

【『一一　　一
ミ

ヽ

二
ヽ
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一一
　

私
達
す
こ
や

一一
か
グ
ル
ー
プ
の

一一
発
足
は
、
平
成

一

二
年
の
十
月
で

一一
す
。
下
市
田
は

一
若
く
て
死
亡
す

る
人
が
男
女
共
に
多
く
、
又
高

脂
血
の
人
の
割
合
も
、
他
の
地

区
に
く
ら
べ
て
、
多
い
こ
と
に

驚
き
、
宮
島
保
健
婦
さ
ん
の
指

導
で
、
三
区
の
保
健
協
力
員
さ

ん
が
常
会
内
に
呼
び
か
け
て
、

食
べ
る
こ
と
と
は
？

の
勉
強

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
毎
回
会

．
●
（
●

三
　
浦
　
ひ
さ
枝

の
始
め
に
血
圧
測
定
を
し
て
頂

き
毎
日
食
べ
て
い
る
も
の
の
調

査
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
食
と
は

ｏ

体
内
で
ど
う
な

っ
て
い
く
の
か
。

そ
れ
に
つ
い
て
体
の
し
く
み
を

知
り
、
調
理
実
習
等
、
行
な

っ

て
い
ま
す
。

毎
年

ヘ
ル
ス
の
結
果
に
つ
い

て
勉
強
し
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

と
は
、
高
血
圧
と
は
、
脳
卒
中

と
そ
の
前
ぶ
れ
に
つ
い
て
等
も

学
習
し
、
当
町
の
ヘ
ル
ス
が
、

お
正
月
後
の
た
め
か
、

コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
や
、
中
性
脂
肪
等
が

高
く
な
る
の

で
は
、

で
は

夏
は
ど
う
か

と
、
診
療
所

の
婦
長
さ
ん

に
血
液
検
査

を
お
願

い
し

て
、　
一
緒

に

夕
食
を
食

べ

た
り
も
し
ま

し
た
。
現
在
は
、

ダ

ン
ベ
ル
体

操

で
体
を
き

た
え
、
松
川

町
の
プ
ー
ル

に
行

っ
て
水

中
歩
行
。
中

で
水
中
を
歩
い
て
い
る
姿
を
御

想
像
下
さ
い
。
松
川
の
保
健
婦

さ
ん
に
御
指
導
頂
き
ま
し
た
。

も

っ
と
身
近
に
、
こ
ん
な
プ
ー

ル
が
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
な
ぁ
―

と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

高
齢
化
対
策
と
し
て
も
う

一

つ
、
骨
粗
霧
症
の
予
防
の
た
め

に
、
骨
の
学
習
を
し
た
い
と
思
っ

て
居
り
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
を

と
る
た
め
の
高
率
の
良
い
食
生

活
は
ど
う
す
べ
き
か
。
元
気
で

老
後
を
送
る
た
め
の
、
切
実
な

願
い
の

一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
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編
集
後
記

戦
後
五
十
年
と
い
う
。
そ
の

当
時
の
愛
読
書
で
あ

っ
た
少
年

倶
楽
部
を
、
土
蔵
か
ら
出
し
て

開
い
て
み
る
。
何
と
紙
質
の
悪

い
こ
と
、
そ
れ
に
何
も
か
も
が

逼
迫
し
て
い
た
時
期
の
こ
と
か

ら
か
何
と
も
装
訂
が
お
粗
末
で

あ
る
。
区
報
の
紙
を
も
う
少
し
よ
い

も
の
に
と
思

っ
て
い
た
が
、
誠

に
ぜ
い
た
く
の
限
り
か
。
五
十

年
前
に
、
編
集
や
装
訂
に
携
わ
っ

た
人
達
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
、

悪
い
環
境
の
中
で
仕
事
を
し
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
や

環
境
が
悪
い
だ
け
に
却

っ
て
、

使
命
感
に
燃
え
て
い
た
に
違
い

な
い
。
と
こ
ろ
で
、
区
報
萩
の
郷
の

欄
外
の
表
示
が
変

っ
て
い
る
の

に
お
気
付
き
だ
ろ
う
か
。
今
迄

の

「
下
市
田
区
報
」
か
ら

「
下

市
田
区
報

ｏ
館
報
」
に
変
え
た
。

館
報
と
い
う
表
示
が
な
い
た
め

に
、
中
央
公
民
館
の
町
内
各
公

民
館
報
の
展
示
場
所
に
も
展
示

さ
れ
て
い
な
か

っ
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
を
契
機
に
更
に
努
力

し
て
、
見
る
だ
け
の
館
報
で
な

く
、
読
む
価
値
の
あ
る
館
報
に

育
て
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

何
に
し
て
も
、
暑
い
戦
後
五

十
年
の
夏
も
終
り
に
近
い
。
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年
の
オ
バ
タ
リ
ア
ン
が
水
着
姿

一
す
。
こ
の
間

下市田源氏物語読書会

橋 都 弥

五
十
二
年
二
月

で
す
。
数
人
の

方
々
の
強
い
要

望
で
、
地
元
の

藤
松
千
年
男
先

生
を
お
願
い
し
、

先
生
の
御
厚
意

と
御
指
導
を
得

て
当
初
八
名
の

会
員
が
、
死
ぬ

ま
で
勉
強
し
よ

う
と
の
大
志
を

抱
い
て
、
平
安

時
代
紫
式
部
の

作

っ
た
源
氏
物
語
、
全
五
十
四

巻
の
大
作
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

以
来
足
か
け
十
八
年
に
な
り
ま

人
情
の
機
微
、
古
来
か
ら
の
日

本
語
の
美
し
さ
に
感
動
し
て
来

ま
し
た
。
又
源
氏
の
読
み
合
せ

ば
か
り
で
な
く
、
時
事
問
題
を

話
合
い
、
折
り
に
ふ
れ
先
生
が

コ
ピ
ー
し
て
来
て
下
さ
る
、
心

に
浸
み
る
文
章
を
読
み
、
皆
で

意
見
を
出
し
合
い
ま
す
。
毎
年

さ
さ
や
か
乍
ら
新
年
会
、
暑
気

払
い
、
忘
年
会
な
ど
開
き
、
賑

や
か
な
雑
談
の
他
、
大
正
時
代

の
童
謡
か
ら
演
歌
ま
で
、
み
な

年
齢
を
忘
れ
て
合
唱
し
楽
し
み

ま
す
。
夫
々
の
立
場
で
戦
争
を

体
験
し
た
同
志
で
す
。
今
読
書

の
出
来
る
平
和
の
尊
さ
を
痛
感

じ
、
こ
れ
か
ら
も
初
心
を
忘
れ

ず
、
軽
く
、
楽
し
く
、　
一
心
に
、

を
モ
ッ
ト
ー
に
勉
強
を
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
会
場
は
公
民

館
の

一
室
を
お
借
り
し
近
年
町

の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
か

ら
は
活
動
助
成
を
頂
く
な
ど
日

頃
公
民
館
に
は
大
変
お
世
話
様

に
な
り
感
謝
し
て
居
り
ま
す
。

今

「
継
続
は
力
な
り
」
を
会
員

一
同
実
感
し
て
居
り
ま
す
。

下
市
田
源
氏

‥

　́
』物″五
山一訛
圭
日〈
ム
の

だ
コ
　
発
足
は
、
昭
和

会
員
に
多
少

の
変
動
は
あ

り
ま
し
た
が

現
在
会
員
は

十
三
名
他
に

準
会
員
の
方

数
名
居
ら
れ

ま
す
。
毎
月

間
二
乃
至
三

回
、
古
美
術
、

自
然
、
文
学

な
ど
の
研
修

旅
行
を
通
し

て
、
人
と
人

と
の
交
流
、

心
の
豊
か
さ
、

老
後
の
在
り

方
を
求
め
、

生
き
る
喜
び
、

ハ

“

0

●

”
　
‐

６
７

■
‥
鼈

.日目F%


